
‭ADBの有効化とBlueStacks 5のDebug Country‬
‭設定‬
‭このドキュメントでは、ADB(Android Debug Bridge)を有効にする手順と、BlueStacks‬
‭5でDebug Countryを設定する手順について説明します。‬

‭1. ADBを有効化する‬
‭ADB有効化手順:‬

‭●‬ ‭BlueStacks 5を開き、‬‭ハンバーガーメニュー‬‭または‬‭歯車アイコン‬‭をクリックし、‬
‭下記のようにSettings(設定)メニューにアクセスします。:‬

‭●‬ ‭Settings(設定)メニュー内の設定:‬
‭○‬ ‭Advanced‬‭に移動します。‬
‭○‬ ‭下記のように‬‭Android Debug Bridge (ADB)‬‭を有効化します。:‬

‭注意:‬‭下記手順で設定を変更する間はBlueStacks 5を終了しないでくださ‬
‭い。‬



‭2. コマンドプロンプトからADBシェルに接続する‬

‭このセクションでは、Windows上でコマンドラインツールを開き、BlueStacks 5の‬
‭ディレクトリに移動して必要な設定を行う手順を説明します。‬

‭●‬ ‭Windows上での手順:‬
‭○‬ ‭スタートボタン‬‭をクリックして‬‭CMD‬‭と入力します。‬
‭○‬ ‭下記のように右側に表示される管理者として実行(‬‭Run as administrator‬‭)‬

‭をクリックして、管理者としてCMDを実行します。:‬

‭○‬ ‭コマンドプロンプトのウィンドウで、‬‭cd C:\Program‬
‭Files\BlueStacks_nxt‬‭と入力し、‬‭エンター‬‭を押します。‬

‭○‬ ‭BlueStacks_nxt‬‭ディレクトリに移動し、最初の手順で有効にしたADBを‬
‭使用できるようになりました。‬



‭3. Debug Countryを設定する‬

‭このセクションでは、BlueStacks 5のシェルに接続し、Debug Countryを設定する手‬
‭順を説明します。‬

‭BlueStacks 5のADBシェルへの接続手順:‬

‭●‬ ‭コマンドプロンプトで‬‭HD-Adb.exe‬‭shell‬‭と入力し、‬‭エンター‬‭を押します。‬
‭●‬ ‭下記のように“$”と共にデバイスプロファイルが表示されます。‬

‭●‬ ‭debug countryの設定手順:‬
‭○‬ ‭下記のように‬‭setprop bst‬‭.debug.country‬‭HK‬‭と‬‭入力し、‬‭エンター‬‭を押‬

‭します。‬

‭○‬ ‭この処理によってdebug countryが‬‭香港(HK)‬‭に設定されます。‬

‭●‬ ‭debug countryが更新されたことを確認する手順:‬
‭○‬ ‭下記のように‬‭getprop‬‭bst.debug.country‬‭と‬‭入力し、‬‭エンター‬‭を押しま‬

‭す。‬‭:‬

‭●‬ ‭debug country設定を元の設定に戻す手順:‬
‭○‬ ‭setprop bst‬‭.debug.country‬‭""‬‭と‬‭入力し、‬‭エンター‬‭を押します。‬



‭○‬ ‭下記のように‬‭getprop‬‭.bst.debug.country‬‭と‬‭入力し、‬‭エンター‬‭を押すと‬
‭変更を確認することができます。‬‭:‬

‭○‬ ‭exit‬‭と‬‭入力し、‬‭エンター‬‭を押すと‬‭ADBシェルを終了します。‬


